
 

 

 

報道関係各位                                            2023年 11月 30日   

「建設技術フェア 2023 in中部」 

アクティオブースを出展 
アクティオブース ポートメッセなごや 小間番号【屋内 A02/屋外W06】 

  
株式会社アクティオ 

 

総合建設機械レンタルの株式会社アクティオ(本社：東京都中央区日本橋、代表取締役社長兼 COO：小

沼直人、以下アクティオ)は、2023 年 12 月 6 日（水）～7 日(木)の 2 日間、ポートメッセなごやで開催

される、建設分野の技術情報や新技術を紹介する「建設技術フェア 2023 in中部」に出展いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の様子 

 

アクティオでは、レンタルとコンサルティングを融合させたレンサルティング®を通じ、建設分野において

機械や機材を改良・開発し、現場のニーズにあわせた様々な建設機械と技術力を提供しています。今回の

ブースでは、建設分野における最新機種はもちろん生産性向上に寄与する様々な機種を展示し、お客様に

提案をしていきます。 

 

また、１2 月 7 日（木）11:00～11:20 プレゼン会場 1 で、「レンタル+コンサルティングで現場の課題

を共に解決～提案するレンタルで生産性向上～」をテーマに出展者プレゼンテーションを行います。こちら

では、お客様の声から開発してきたレンタル商品を中心に実際に実用化してきた商品をご紹介いたします。 

 

 



 

■開催概要 

名     称：建設技術フェア 2023 in中部 

コンセプト：YOUの“推し”をみつけよう！ #Z世代 

開催目的 ：①産・学・官の技術交流の場を提供し、技術開発や新技術導入の促進に資する。 

②建設関連産業の振興、技術開発の推進及び商取引の拡大を図る。 

③建設分野を専攻している学生に技術開発の現状と方向性を紹介する。 

④建設技術の魅力と社会資本整備の必要性を広く一般の方々に紹介する。 

開催期間 ：2023年 12月 6日（水）10：00～17：00 / 12月 7日（木）10：00～16：00 

会     場：ポートメッセなごや（名古屋市国際展示場) 名古屋市港区金城ふ頭二丁目 2番地 

主     催：建設技術フェア in中部運営委員会 

〔構成： 国土交通省中部地方整備局 ・ 名古屋国際見本市委員会 ・（公財）名古屋産業振興公

社 ・（一社）中部地域づくり協会 ・（公社）土木学会 中部支部〕 

 

■主な出展機種 

・CoolLaser®（クーレーザー®） 

・バイオディーゼル燃料専用発電機 

・傾斜監視クラウドシステム「OKIPPA」 

・壁面取付型セーフティカメラシステム「ドボレコ®セーフティゲート」 

・小型重機取付型セーフティカメラシステム 

「ドボレコ®S セーフティ SX-DB100」 

・GeoMation 鉄筋出来形自動検測システム 

・地中探査レーダー「TR-1」 

・鉄筋探査機「GP8800」 

・レイアウトツール自動墨出しシステム「PLT300」 

・マジックシャッター（ホコリ飛散間仕切りシート） 

・マジックボックス 

・アルミスロープ 

・クローラー台車「AKT-600B」 

・半自動ロボット低床式重量物搬送台車「ストローダー」 

・移動式クーラー/エアコン「スーパークール」 

・冷える～む 2 

・半自動ロボット運搬台車「フォロリー」 

・建機の IoT化 

・遠隔操作犬型ロボット（参考出品） 

・レーザープロジェクション機器「FRAMR」 

・Safety Training System VR of AKTIO（高速道路安全教育編） 

・オフグリッドシステム搭載移動軽オフィスカー 

・軌道保安車「660」 

・新型ミニバキューマー「バクアミニ」 

・ピット式タイヤ洗浄機「Brush PIT（ブラッシュピット）」 

・小型 pH処理装置 3㎥/h「RPH-3G01」 

・センサー式オートポンプ「RAUシリーズ」 

 

 

 

傾斜監視クラウドシステム 

「OKIPPA」 

半自動ロボット運搬台車 

「フォロリー」 

遠隔操作犬型ロボット 

（参考出品） 



 

■アクティオが展開する“レンサルティング”とは 

アクティオのコンセプトである「レンサルティング」は

「レンタル」と「コンサルティング」を合わせた造語で、

商標登録しています。会長の小沼光雄は著書の中で

次のように紹介します。『従来、建機の世界では「つ

くる」「売る」という要素が主だったところに、「知恵

やノウハウをプラスして貸す」という新たな価値提

案をビジネスとして行ったわけです』（算数とハート

の経営 2014 年 幻冬舎）。現在の建設機械は、非

常に高度化しており、せっかくの機能も、現場で最

大限に活用することは難しくなっています。目的を

果たすため、状況に応じてどの機能をどのように使

うのか。アクティオは単に機械を貸すだけでなく、専

門的なノウハウを持ってサポートします。建設機械を熟知する専業レンタル会社だからこそ可能な、しかし

レンタルの枠組みを飛び出した提案型のサービスがレンサルティング。時代とともに、その意義を拡大し、

進化を続けています。 

 

【アクティオ公式サイト】https://www.aktio.co.jp/ 

【アクティオ Facebookページ】https://www.facebook.com/aktio.jp/ 

 

■本リリースに関するお問い合わせ先  

株式会社アクティオ 広報部 担当：成澤、深沢 

TEL:03-6262-7867 FAX:03-6262-7982 e-mail：koho@aktio.co.jp 

mailto:koho@aktio.co.jp

